
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『コロナに負けない』こととは 
 

教務主任 主幹教諭 髙橋 喜之 

 

新型コロナウイルス感染症被害の収束が見えてこないまま、２年目を迎えてしまいました。現

在も、約一か月以上にわたって東京都を始めとする都道府県に緊急事態宣言が出されている状況

です。昨年度も政府から緊急事態宣言が発令されていましたが、昨年度とは状況が違うように感

じています。 

学校では、これから水泳の授業も再開するなど、感染対策をしながら教育活動を行っています。

友達にも会え、休み時間は思い切り遊んでいます。マスクの着用や手洗い、消毒が習慣化し、無言

での喫食やソーシャルディスタンスを取ることを苦痛に感じる児童も少なくなってきたように思

います。つまり、新型コロナウイルスとの「付き合い方」がうまくなってきたのです。しかし、そ

の「慣れ」は逆に、当初の緊張感を失わせ、対策を軽視する気持ちの緩みにもつながる危険性をは

らんでいます。 

「子供社会」は、我々「大人社会」の縮図です。冒頭でも触れたように、現在、緊急事態宣言下

でありながら、週末の新宿や渋谷など都心の繁華街は、人であふれかえっています。その中に、

「不要不急の外出」である人が、どれほどいることでしょう。「新しい生活様式」が「普通の生活

様式」になった瞬間、そこに気の緩みが生じてしまったのではないでしょうか。その気の緩みに、

ウイルスは侵入してきます。今も、最前線でコロナと闘っている医療従事者の方など、まだまだ

「日常」とは程遠い方も多いことは十分承知しています。これからも、外食を控え、旅行に行くこ

とも控える生活はしばらく続くでしょう。「自粛生活」は決して我慢を強いられているということ

ではなく、わが身を守るために必要なことであり、そのことを身近な大人がモデルとなって、子供

たちに伝えていくことが大切なのです。 

子供たち 

には、自分で自分を守ると同時に、いかにして「楽しむ」ことができるか、こういう状況だから

こそ「楽しむ術（すべ）」を身に付けてほしいと願っています。なぜなら、「楽しい」と思えること

が、子供の学びの原動力の一つとなるからです。今の、毎日の生活を楽しくすること。それが、「コ

ロナに負けないこと」だと考えています。どうぞ、各御家庭で工夫していただき、コロナに負けな

いで毎日を楽しく発見のあるものにしていただければ幸いです。 
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―御家庭での対応に困ったらー 

 子供の様子が気になるときは、まずは学校に相談してください。 

家庭以外の子供の様子を知ることにより、違った視点や対応方法に気付く 

こともあります。学校には、学級担任や学年主任、養護教諭、スクール 

カウンセラー、管理職等様々な教職員がいます。 

また、６月には、個人面談があります。ぜひ御相談ください。 

【生活目標】 

○雨の日（遊び）を工

夫してすごそう！ 

「早寝 早起き 朝ごはん 歯磨き」  ☆登校時刻を守らせるよう御協力をお願いいたします。 

http://www.city.musashimurayama.lg.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

1 火 5・6年面談始 5 14:00 5 14:00 5 14:00 6 15:05 6 15:05 6 15:05

2 水 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

3 木 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 6 15:05 6 15:05

4 金 5 14:00 5 14:00 6 15:05 6 15:05 6 15:05 6 15:05

5 土

6 日 資源回収

7 月 委員会 5 13:40 5 14:00 6 15:05 6 15:05 委 15:35 委 15:35

8 火 午前授業始（個人面談のため） 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

9 水 5 13:15 5 13:15 5 13:15 5 13:15 5 13:15 5 13:15

10 木 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

11 金 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

12 土 土曜日チャレンジ学校

13 日 資源回収予備

14 月 クラブ 5 14:00 5 14:00 5 14:00 ク 15:35 ク 15:35 ク 15:35

15 火 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

16 水 防災訓練(引き渡し時間13:50～14:05) 6 13:50～ 6 13:50～ 6 13:50～ 6 13:50～ 6 13:50～ 6 13:50～

17 木 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

18 金 　 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

19 土

20 日

21 月 クラブ 5 13:40 5 14:00 5 14:00 ク 15:35 ク 15:35 ク 15:35

22 火 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

23 水 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

24 木 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

25 金 個人面談及び午前授業終 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

26 土 土曜日チャレンジ学校

27 日

28 月 クラブ 5 13:40 5 14:00 6 15:05 ク 15:35 ク 15:35 ク 15:35

29 火
6年日光移動教室前検診(13:30～)

（捕集） 5 14:15 5 14:15 5 14:15 6 15:25 6 15:25 6 15:25

30 水 6年日光移動教室 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00 5 14:00

6

6　　月

日 曜日 行事等
学年（授業時間／下校時刻）

1 2 3 4 5

コロナ禍と歯科保健 

養護教諭 飯島 綾子 

 

今年度の春の歯科検診の結果から、児童の虫歯罹患率が増加していることがわかりまし

た。歯磨きによる飛沫のリスクを考慮し、集団の場での歯磨きの一斉実施ができなくなって

いることや、自宅にいる時間が長くなったことで間食の機会が増えていることなどがひとつ

の要因になってのかもしれません。このような状況の中でも取り組める歯科保健教育を、学

校医と連携を図りながら見付けていきたいと考えています。６月は歯の健康月間です。食べ

物をゆっくりとよく噛んで食べて唾液の分泌をよくすることや、おやつの時間を決めたり、

おやつの内容を見直したりすることも歯科保健として大切なことです。この機会に、御家庭

でも食後の歯磨きの声かけや、間食について話し合いをしてみてください。 


